ホストファミリーについて

　１）ホストファミリーの選択

　　クラブの委員会は、来日学生の受入が決まった段階でホストファミリーを選定しなければなりません。ホストファミリーは、1年間で4軒から6軒が望ましくその選定にあたっては、次のような配慮をしてください。

　　A.ロータリアン

　　　　a)できればその学生と年代の近い子供がいること。

　　　　b)青少年交換プログラムに協力的であること。

　　B.ロータリアン以外

　　　　a)交換学生を預かりたいという、ボランティア活動に熱心な人。

　　　　b)かつて子弟を交換学生として派遣したことがある人。あるいは近い将来交換学生に応募させたいという人。

　　　　C)交換学生を派遣する家族

　２）ホストファミリーの心構え

A.交換学生は、あなたの家族の一員です。家族の一員として愛情に満ちた　対応をして下さい。

　　　必要にして最小のもてなしで結構です。過保護・過剰なサービス・放任・放縦にならないようにします。また、決してお客様扱いしないように気をつけて下さい。

　　B.ホストファミリーは、学生の健康、通学、交友などの心身両面の安全を確保する責任があります。ホストクラブの担当委員と綿密に連絡を取ってください。

　　C.学校側とも連絡をとり、交換学生の意見・疑問を良く聞いて話し合いはっきりした方針をとって交換学生が途方にくれないように気を配ってください。

　　D.交換学生にロータリアンや家族との話し合いの場を出来るだけ多く持たせ、１日でも早く日本の生活に慣れさせてください。そして、お互いの風俗・習慣・言語のギャップを無くすよう配慮してください。そのためにも、ホストのご両親を是非、お父さん・お母さんと呼ばせるよう最初に取り決めてください。

　３）受け入れる前に

　　A.第一ホストファミリーは、来日学生が決定したら、来日学生とEメール、または文通を始めてください。（来日学生を安心させます。）

　　B.ホストファミリーはクラブの委員を交えて充分に打ち合わせをし、ホストファミリー間であまり差異が無いように心掛けてください。

　４）受け入れに際して

　　A.第一ホストファミリーは、クラブ関係者と指定された空港へ行き、あたたかく迎えてください。

　　B.到着当日は、本人も疲れているので無理なスケジュールを組まず休ませてやって下さい。

　　C.交換学生は定められた外貨を持ってきています。本人及びカウンセラーと相談の上、円貨に交換し貯金をさせるなど、必要に応じて出してあげるようにしてください。

　　D.本人のパスポート、保険証はカウンセラーに預けさせてください。

　５）学校生活

　　A.来日学生は学校に通学することになっております。制服、教科書などは、クラブの費用で用意します。

　　B.学校の担任教師と常に連絡を取り、良き保護者として行動をして下さい。

　　C．学校の先生にお願いをして、早めに良い友達を紹介してもらいましょう。学校に友達ができると学校生活に早く溶け込み、言葉も早く覚えるようになります。できれば、来日学生の担当生徒を選任していただくとより良いでしょう。

　６）日常生活

　　A.来日学生は家族の一員となります。日本のホストファミリーは、ともするとお客さん扱いをしてしまいがちです。適当に家事を手伝わせるなど家族に馴染ませるようにして下さい。

　　　あくまでも自分の子供と同じように扱い家庭のしきたりに従わせてください。

　　B.来日時、来日学生はほとんど日本語を知りません。しかし、日本での生活は日本語でするものだと明確にし、日本語で押し通したほうが本人のためにもなります。人によりますが、３ヶ月くらいですっかり日本語が理解できる様になります。話すのは、半年位かかります。

　　C.寝具、トイレ、風呂などについても日本式で結構です。食事も家族とまったく同じにし、特別な扱いを避けてください。しかしながら来日学生も１７、１８歳です、来日早々は少し気をかけてやって下さい。

　　D.下着類の選択は自分でさせた方が良いでしょう。これも、最初にファーストナイトクエスチョンできちんと取り決めてください。

　　E.毎月の小遣いは、クラブから支給されます。

　　F.門限時刻を定めてください。最初の日にファーストナイトクエスチョンできちんと決めてください。

　　G．電話の使い方を始めから注意しておきます。友達との長電話は家族にとって迷惑になることをきちんと説明して、何分　とはっきり説明してください。母国への電話はコレクトコールでかけさせてください。また、SKYPE（インターネット電話）などを利用させることも安価にできる方法です。

　　H.インターネットの利用についても、最初の日にきちんと取り決めてください。自分で持参してきたものは使用OK　、家にあるPCを操作させるときにはソフトをインストールしない、などの取り決めをします。できれば、家のPCは利用不可がベストです。

　　I．病気や怪我等万一事故が起きた時には、本人の持っている保険か、国民健康保険を利用してください。万一重大な病気や事故が発生した場合、カウンセラーと相談して対応してください。

　　J.交換学生として絶対させてはならないことは次の５つのDです。

　　　　☆　４つのRI規則と１つの２７７０地区の規則　☆

　　　①Drive　・・・自動車・オートバイの運転

　　　②Drink　・・・アルコールを飲むこと

　　　③Drug　　・・・麻薬・大麻・たばこなどの所持・使用

　　　④Date　　・・・特定の異性と不純異性交遊をしない。

　　　⑤Disco　・・・ディスコへの立ち入り（2770地区の規則）

　　　また、収入を伴うアルバイトも禁止されています。

　　K.その他、このプログラムの規則を無視したり、不真面目な者は、留学途中であっても本国へ送還されます。

　７）外出・旅行

　　A.外出する際は、必ずホストファミリーに行き先と帰宅時間を伝え、帰宅が遅れる場合には必ず電話をさせます。電話したからといってよいわけではなく、遅れる場合には、理由をきちんと説明させ、理由が認められない場合には、きちんと叱り付け反省させます。

　　B.夜間の単独外出はNG

　　C.交換学生は色々な行事や旅行などに招待されたり、勧誘されたりします。その場合には、たとえ相手がロータリアンからでも、必ず事前に相談してから受けるように指導してください。

　　D.地区外へ旅行する場合には、必ず所定の書式によりカウンセラーに届け出てください。

　８）経費

　　A.クラブから支給される月額1万円のお小遣い以外、余分な金銭を与えることは慎んでください。他の受け入れクラブや別のホストファミリーの迷惑にならないように配慮願います。

　　B.交換学生の個人的旅行の費用、電話代、切手代、衣料、日用品、などプライベートな費用は、本人負担です。

　　C.本国から持参したお金は、緊急の場合や必需品以外なるべく使用させないで下さい。

　９）報告

　　A.ホストファミリーは毎月「交換学生報告書」に必要事項を記入してカウンセラーを通じて、地区に提出してください。　　　　　　　　
　　B.交換学生自身にも「月例報告書（マンスリーレポート）」の提出を義務付けています。カウンセラー通じて地区に提出させて下さい。　　
　　C.ホストファミリーを移動する際には、予定が明確になった段階で、早めにホストファミリー移動報告書を地区委員に提出してください。　　

　１０）帰国に際して

　　1年間日本に滞在すると、持ち帰る荷物が多くなります。帰国する1ヶ月位前から、安い運賃でおくれる航空便（サル便）などで、不必要になった荷物を発送する様にして下さい。

